
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

静岡県知事 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

代表取締役 石川智章

静岡県駿東郡清水町柿田251-6

令和4年4月1日～令和5年3月31日

（第１面）

③ 従 業 員 数 8名

産業廃棄物処理計画書

静岡県駿東郡清水町柿田251-6

株式会社ワコー

055-972-5880

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

株式会社ワコー

令和4年6月21日

① 事 業 の 種 類 建設業(総合工事業)

② 事 業 の 規 模 元請完成工事高：52,046（千円）

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

・廃棄物の分別を徹底し、再生処理業者へ委託をお願いする。

・再資源化を念頭に置き、廃棄物の分別に取り組む。
・優良廃棄物処分業者へ処分を依頼を増やした。

排 出 量_

・更に廃棄物の分別に取り組む。
・優良廃棄物処分業者へ処分を依頼する。

排 出 量_

（第２面）

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・現場での分別解体に取り組む。

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類_

産業廃棄物の種類_

①現状

社長
※産業廃棄物処理計画総轄責

施工責任者 施工責任者

解体事業部土木事業部 管理部

産業廃棄物管理責任



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量 0

なし

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

②計画

産業廃棄物の種類_ なし

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

なし

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 0

なし

②計画

産業廃棄物の種類_ なし

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

なし

①現状

産業廃棄物の種類_

0

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類_ なし

なし



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和　 3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　 3 年度）実績】 ※別紙参照

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

なし

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

①現状

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

・再資源化を念頭に置き、廃棄物の分別に取り組む。
・優良廃棄物処分業者や再生利用ができる業者への委託を心掛ける。

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0

なし

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 なし

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類_ なし

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量



【目標】 ※別紙参照

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

・再生利用ができる業者を選定し、委託をお願いする。
・優良認定処理業者への委託量を増やすよう心掛ける。

※事務処理欄

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類_

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量_



産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①前年度実績
【令和3年度実績】 【今年度目標】

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①前年度実績
【令和3年度実績】

【今年度目標】

混合（管理型含む） 16.000 1.000 16.000
合計 3,624.000 1,201.000 3,382.000

繊維くず 11.000 6.000 11.000
廃石膏ボード 15.000 1.000 15.000

石綿含有産業廃棄物 3.000 1.000
木くず 1,550.000 19.000 1,550.000

混合（安定型のみ） 33.000 2.000 33.000

ガラス・陶磁器くず 38.000 13.000 30.000
廃プラスチック類 18.000 0.000 18.000

アスコンがら 250.000 220.000 250.000
その他がれき類 270.000 25.000 39.000

産業廃棄物種類 全処理委託量
優良認定業者
への委託量

再生利用業者
への委託量

コンクリートがら 1,420.000 913.000 1,420.000

混合（管理型含む） 16.042 0.780 16.042
合計 3,591.502 1,196.000 3,357.004

繊維くず 10.665 5.580 10.665
廃石膏ボード 14.670 0.900 14.670

石綿含有産業廃棄物 2.522
木くず 1,543.440 18.290 1,543.440

混合（安定型のみ） 32.864 1.352 32.864

ガラス・陶磁器くず 37.600 12.700 29.400
廃プラスチック類 17.815 17.815

アスコンがら 241.440 219.200 241.440
その他がれき類 262.254 24.418 38.478

産業廃棄物種類 全処理委託量
優良認定業者
への委託量

再生利用業者
への委託量

コンクリートがら 1,412.190 912.780 1,412.190

混合（管理型含む） 16.042 混合（管理型含む） 16.000
合計 3,591.502 合計 3,624.000

繊維くず 10.665 繊維くず 11.000
廃石膏ボード 14.670 廃石膏ボード 15.000

石綿含有産業廃棄物 2.522 石綿含有産業廃棄物 3.000
木くず 1,543.440 木くず 1,550.000

混合（安定型のみ） 32.864 混合（安定型のみ） 33.000

ガラス・陶磁器くず 37.600 ガラス・陶磁器くず 38.000
廃プラスチック類 17.815 廃プラスチック類 18.000

アスコンがら 241.440 アスコンがら 250.000
その他がれき類 262.254 その他がれき類 270.000

産業廃棄物種類 排出量 産業廃棄物種類 排出量
コンクリートがら 1,412.190 コンクリートがら 1,420.000


